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緒 言

「ア ンギ ナ 」ト肺 結 核 ト ノ 關係 一 就 テ ノ・既 二

1905年Grober〔1)及 之 二次 イ デWood(2)ノ 記

載 ア リ。 氏 等 ノ・結 核 菌 ガ 扁 桃 腺 ヨ リ頸 部 淋 巴

腺 、 鎖 骨 上 窩 淋 巴腺 テ経 テ肺 尖 「カ タ ル」ラ起 ス

ト考 ヘ タル モ、Barnes(3)ノ ・之 テ否 定 シ頸 部 淋

巴 腺 ヨ リ深 部 二散 在 スル淋 巴腺 テ経 テ肺 門部 二

至 ル淋 巴 道 テ明 カ ニ シ、 結 核 菌 ハ コ ノ径 路 ニ ヨ

リテ肺 門淋 巴腺 結 核 テ起 ス モ ノナ リ ト セ リ。

Baumgarten(4}モ 亦 扁桃 腺 ヨ リ結 核 菌 ガ侵 入 シ

テ全 身 ノ結 核 テ起 ス コ トヲ述 ベ タル モ是等 ノ扁

桃 腺 ヨ リ結 核 菌 ガ侵 入 シテ肺 結 核 若 クノ・全 身結

核 テ起 ス トノ考 ノ、Lubarschl5)女 台メ諸 家 皆 今 日

二於 テノ・之 テ否 定 セ リ。

1932年Vajda(61ノ ・結 核 菌 陽 性 ノ腺 窩 性 扁 桃 腺

炎 後 二起 レル 開放 性 肺 浸 潤 例 テ報 告 シ、 結 核 菌

ガ顎 下淋 巴腺 深 頸 部 淋 巴腺 テ経 テ肺 臓 二到 達 セ

リ ト思 惟 セル モSimon(7⊃ ノ・カ ・ル径 路 テ経 テ

起 リ來 リ シモ ノニ ア ラズ シテ「ア ンギ ナ」ガ肺 ノ

陳 菖 性 病 竈 テ刺 戟 シテ症 状 ヲ呈 入ルニ至 レル モ

ノ トナ セ リ。 扁 桃 腺 炎 ト肺 浸 潤 ト ノ關 係 ノ・漸 次

諸 家 ノ注 目 テ ヒ ク ニ至 リ特 二小 見 科 醤 ノ間 二於

テ ハ扁 桃 腺 炎 ガ肺 結 核 テ活 動 化 ス ト云 フ者 多 ク

(Kleinschmidt{8,,Held(9),Birk且ager(10))

Manue1(11)ハ 慢 性 肺 結 核 患 者 ニノ・絡 ベ テ扁 桃 腺

摘 出 ヲ行 フベ シ ト力 論 シ、Assmann(12)ノ ・結 核

初 期 二屡 ㌃認 メ ラル ・「ア ンギ ナ」ノ、血 行 性 病 竈

ニ ョル ベ シ ト述 ベ タ リ。ソ ノ他Meyer(13),Maas

(1のノ・扁桃 腺 炎 耳 下 腺 炎後 二起 レル肺 浸 潤 テ報 ヅ
、

R6sslel15),Leubner'16)山 崎(17)等ノ・扁 桃 腺 炎後 又

ノ・肥 大 扁 桃 腺 摘 出 後 二 滲 出 性 肋 膜 炎 ノ磯 生 テ

見 、Alessandri,Visanni,Bezangon(18),ノ ・扁 桃

腺 炎後 二肺 浸 潤 テ起 シ肺 壌 疽 二 移行 シタ ル例 テ

報 ゼ リ。 本邦 二於 テ モ細 見119)ノ・實 験 動 物 ノ扁 桃

腺 二結 核 菌 テ塗 布 シー 定 時 間後 心臓 血液 中 二結

核 菌 ヲ登 見 シテ カ ・ル方 法 ニ テ肺 結 核 ノ登 生 ス

ル 可能 性 テ述 べ、 山 口(20)、須 江 「21・等 モ扁 桃 腺 炎

ヨ リ肺 結 核 ノ登 生 スベ キ テ述 べ、 脇 田 囲 ノ・肺 結

核 患 者 ノ肥 大 扁 桃 腺 テ治療 シテ肺 結 核 テ良 好 ニ

シ得 ル事 テ述 べ 、 飯 倉'3レ ・結 核 患 者 屍 ノ多 数 二

於 テ扁 桃 腺 結 核 テ認 メ、 近 時木 村 男 也教 授 寓(25)

及 同門 下杉 山 ノ・肺 結 核 屍 ノ扁 桃 腺 ラ精 査 シ肉眼

的 二結 核 性 攣 化 テ認 メ ザル モ ノ ・96%二 血 行 性

ト思 ハ ル ・結 核 病 竈 テ認 メ タ リ。

流 感(Grippe)ト 肺 結 核 二 關 シテノ・Seuffer(26),

Held{91等 ニ ョ レバ重 症 肺結 核 テ悪 化 シ、 死 亡

卒 テ増 加 シ又 流 感 後 二肺 結 核 テ起 ス モ ノア リ ト

爲 セ リ。

感 冒(Erk51tung)ト 肺 結 核 二關 シテノ・諸 家 ノ・感

冒 ト稻 スル モ ノ ・中 ニハ肺 結 核 ノ「シユー ブ」ガ

少 カ ラザ ル 事 ヲ注 意 セ ル モ、(Neumann(27),

Romberg(28),etc森 本(29)、石 田(30)、小 池(31))、Pot-

tenger(32)ハ 又 肺 結 核 ノ初 期 ニハSlighthoarse一
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ness及throatirritationテ ミル事 多 シ ト イヘ リ。

實 際 肺 結 核 患 者 ガ咽 頭 痛 及 咽 頭部 不 快 感 テ訴 へ

硯 診 上 輕 度 ノ登 赤 子認 ム ル事 少 カ ラズ シテ、 コ

ノ際 肺 結 核 ノ「シユー フ㌔ナ リヤ感 冒 ナ リヤ ノ鑑

別 二苦 シム事 ア リ。 稻 田名 馨 教 授(33し・之 二關 シ

テ肺 結 核 「シユ ー ブ」二際 シラ ハ通 例 ノ感 冒 卜異

ナ リ咽 頭 ソ ノ他 ノ粘 膜 二炎症 性 症 邦犬鋏 如 ス ル カ

又 ノ、輕 微 ニ シテNeumannノ 構 ス ル ガ如 ク感

冒 二於 テノ・舌苔 厚 ケ レ ドモ結 核 「シユー ブ」ノ場

合 ニ ノ、舌 苔 ナ キ事 チ注 意 セ ラ レタ リ。

更 二近年 「ア レル ギー 」ノ研 究 一 大 飛 躍 ヲ途 ゲ、

扁 桃 腺 炎 ノ・「ア レル ギー」疾 患 二際 シ テ重 要 ナ ル

位 置 テ占 メ、 コ レ ト腎 炎、 肝臓 障 碍、 鐘様 突 起

炎 トノ間 二於 ケル 「ア レル ギ ー」ノ關係 ハ明 カ ト

ナル ニ至 レ リ。 又OrglerKoch34ノ ・牛 痘 苗 注

射 後 二扁桃 腺 炎 テ認 メ、Schulz,Goebel(35)細 谷

136ノ・結 節 性 紅斑 二扁 桃 腺 炎 ノ併 爽 テ 見
、Morol・7)

及Kellerノ 、是 等 テ総 構 シテParaallergische

Anginaト 呼 べ リ。 嘗 ツ テFein3R'ノ ・扁 桃 腺 炎

テ以 テ全 身疾 患 ノー 部 ト考 へAnginoseノ 名

構 テ提 唱 セ ル モ氏 ノ詮 ノ・極 端 ナ リ トシテ今 日 一

於 テノ・支持 者 ナ キ モ兎 二角種 々 ナ ル疾 患 二際 シ

扁 桃 腺 炎 ノ起 ル事 ノ・事 實 ニ シテ最 近Lieberme。

ister3t'ノ ・肺結 核 二於 ケル扁 桃 腺 ノ病 理 ノ・今後

爾 研 究 サ ル ベ キモ ノ ナ リ トノベ タ リ。

最 近 當 内科 二於 テ 「ア ンギ ナ」 ト肺 結 核 「シュー

ブ」トノ關 係 テ注 意 スル ニ之 テ 合 併 スル モ ノ少

カ ラズ シテ肺 結 核 「シユー ブ」二際 シテ咽 頭 痛 テ

訴 フ ル モ ノ意 外 二 多 久 叉 慢 性 ノ比 較 的 良 性 ナ

ル結 核 テ有 スル無 自畳 性 患 者 ガ他 ノ疾 患 ノ爲 一

入 院 セ ル時 注 意 シテ既 往症 弓聞 クニ殆 ン ド毎 月

2-3日 間 ノ熱 嚢 ト輕 度 ノ咽 頭痛 ア リテ之4慢 性

扁 桃 腺 炎 ト爲 サ レ居 タ ル モ ノア リ。 是 等 ノ事 實

ノ・肺 結 核 ノ診 断 治 療 上注 意 ・ヘベ キ事 實 ト考 ヘ ラ

ル ・ラ以 テ肺 結 核 患 者 ノ咽 頭 痛 ガ如何 ナ ル場 合

二存 在 スル モ ノナ リヤ
、 而 シテ 「シユー ブ」ト咽

頭 痛 トノ間 ニノ・如何 ナ ル關 係 ア リヤ、 又 力 ・ル

咽 頭痛 テ如何 二塵 理 スベ キ ヤ ノ問題 二關 シ當 内

科 二於 テ観 察 セ ラ レタル症 例 ニ ツ キ之 テ考 察 セ

リ。

第1章 統計及2,3ノ 實験例

第1節 統 計 的 槻 察

當 内科 入 院 患 者病 歴 二就 テ調 査 シ タル ニ、1934

年1月 以 降1936年6月 末迄 ノ2年6ケ 月 間 二

於 ケル肺 結 核 入院 患 者 ノ・粟 粒 結 核 及 結 核 性 磯 膜

炎 テ除 ケ バ216名 ニ シテ、初 獲 症 状 トシテ或 ノ・ソ

ノ「シユー プ」二當 リ、 感 冒 ノ既 往 症 アル者100

名 即46・3%、 ソ ノ際 咽 頭 痛 ア リタ ル 者17例 即

7.9%ナ リ。 本 統 計 二於 テ ノ・咽 頭 及 喉 頭 結 核 ノ

爲 メ咽 頭 痛 ア リ シ者 ノ・除 外 セ リ。

然 ル ー ソ ノ後 肺 結 核 「シユ ー フコ ト咽 頭痛 ト ノ

關 係 テ注 意 シテ観 察 シタ ル ニ、 入院 前4ケ 月以

内 二咽 頭痛 及 感 冒 ア リシモ ノノ・1936年7月 以

降1937年6月 末迄 ノ1年 間 入院 患 者103名 中咽

頭 痛 ノ既 往 症 アル者30名29.1%二 上 リ 感 冒 ノ

既 往 症 アル者54名52.4%一 シテ 前 記 ノ値 ヨ リ

モ少 シ ク高 卒 ラ示 シタ リ.

更 二著 者 ガ外 來 二於 テ肺結 核 患 者 テ観 察 シタル

際 ・ ソ ノ「シユ ー ブ」テ嚢 見 ヒル者 最 近1ケ 年 間

一66例 ニ シテ、 ソ ノ際 咽 頭 痛 ノ存 シ タル者 ハ

27名40・9%ノ 多 キ ニ達 シ、 患 者 ガ 感 冒 ト考 へ

居 タ ル者 ノ・32名 、48.5%ナ リキ。

本統 計 二依 レバ 肺 結 核 患 者 ガ ソ ノ経 過 中感 冒 二

罹 リタ リ ト考 へ 居 ル者 ハ約50%ニ シテ、此 ノ数

値 ノ・病 歴 二就 テ調 査 ス ル モ此 ノ貼 二注 意 シ テ患

者 ニ ツ キ仔 細 二 既往 ラ錬 取 一ヘル モ大 差 無 ケ レ ド

モ、 咽 頭 痛 ノ・病 歴 ニ ヨ レバ僅 カ ニ7 .8%ナ レ ド

モ此 ノ貼 二特 二注 意 シテ患 者 ニ ツ キ既 往 症 テ尋

ヌ レバ29・1%ト ナ リ、更 二 「シユー プ」テ嚢 見L.

ル際 コ ノ鮎 二留 意 シタル統 計 ニ ヨ レバ40 .9%ノ

多 撒 二上 レ リ。 以 上 ノ事 實 ノ・肺 結 核 ノ 「シユ_

ブ」 二際 シ約 牛 撒 二於 テハ患 者 自身 ノ・感 冒 二罹

リタ リ トノ感 テ懐 キ、 之 ノ・患 者 ノ留 意 斗惹 ク爲

永 ク ソ ノ記 憶 二残 レ ドモ咽 頭 痛 ハ實 際 二於 テハ
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肺結核患者 ノ咽頭痛及感 冒二關 スル統 計(附 、滲 出性肋膜炎)

患 者 ・ 種 類 睡 敷 咽 頭 刷 同 割 感 冒

1934.1-1936.VI迄 肺 結 核

入 院 患 者(病 歴 二就 テ ノ調 査)
216 17 7.9 100

1936.V皿 一1937.VI

肺 結 核 入 院 患者一

103 30 29.1 54

1936.V皿 一1937.V皿
「シ ユ ー ブ 」ヲ起 一ヒル 患 者

66 27 40.9 32

1934.1-1937,VI

肋 膜 炎 患 者(病 歴 調 査)
129 19 14.7 58

ソ ノ出 現 率 大 ナ ル ニ關 セ ズ特 二患 者 ノ留 意 ヲ惹

ク コ ト少 ナ キ タ メ ソ ノ記 憶 三稜 ラザ ル モ ノ甚 ダ

多 キ事 予示7モ ノナ リ。

尚 参 考 ノ爲 滲 出 性 肋 膜 炎 二就 テ ソ ノ爽 病 期 叉 ハ

経 過 中 二感 冒感 及 咽 頭 痛 テ訴 ヘ タ ル モ ノ テ1934

年1月 以 降1937年6月 末迄3年6ケ 月 間 二於

同%

46.3

X2.4

48.5

44.9

ケル 入院 患 者129名 ノ病 歴 二就 テ調 査 シタル ニ

咽 頭 痛 テ有 ス ル モ ノ19名14.7%感 冒8名44.(`.

%ニ シテ肺 結 核 患 者 ノ病 歴 ニ ツ キ調 査 セ ル モ ノ

ニ比 シ感 冒 ノ・略t同 率 ナ レ ドモ咽 頭 痛 ハ約2倍

ノ傘 二之 テ謹 明 セ リ。

第2節2,3ノ 質 駒例

肺 結 核 初 期 叉 ハ 「シユー ブ」二咽 頭 痛 テ件 フ者 多

キ事 ・・前 述 ノ 如 クナ ル ノLナ ラ ズ 往 々肺 結 核

「シユ ー ブ」ガ 「ア ンギ ナ」ノ假 面 テ被 ル事 ア リ。

'今2
,3ノ 質 駒 例 二尉 キ テ コ レテ述 ブベ シ。

第1圖 第1例 ■a2月22日

纈 、

螺響

右鎖 骨下浸潤、 赤沈58粍 結核菌 陰性

第1例 ■23歳 水撃理學部畢 生(第1圖 、第2圃)

生 來多少虚弱 ナ リシが1月 末頭痛 及有熱感 ア リ。2月

4日 咽頭痛腰痛 四肢痛現 ・・レ・爾後38度 絵乃至39度

以上 二達 スル 弛張熱持続 シ2月6日 ヨリ.ハ 悪感現 ハ

第2圖 第 ・1例 ■b3月29日

ド 醜嘱、

約1ケ 月後 赤沈4月5日10粍
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第1例_23歳
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レ2月17日 二至 リテ咳 漱 喀 疾 出 現 ン此 ノ頃 ヨ リ咽 頭

痛 腰 痛 輕 快 セ リ。 診 噺 不 明 ノ故 ヲ以 テ2月21日 入 院

ヌ。 當 時 赤沈1時 間値58粍 、 咽 頭 登 赤 アル モ 扁桃 腺

肥大 ナ ン。胸 部 右 側 前面 上部 第 二 肋 間迄 輕 濁 音 ア リ。

呼 吸音 微 弱、背部 ハ右第 七胸 椎 位迄 輕 濁 音 ア リ。 「ラッ

セル」ナ シ。 胸 部 「レソrゲ ソ1像(第1圖)ニ ハ右 鎮

骨 下 可 リ中 野迄 滲 出性 陰影 ヲ 認 ム。 結 核 菌 ハ早 朝 喀

出 セル褒 二於 テ モ陰 性 。 安 青争ニ ヨ リ 順 調 ナ ル 経 過 ヲ

ト リ約1ケ 月後(第2圏)ニ ハ肺 浸 潤 著 シ 〃 吸 攻 セ ラ

レ、4月5日 二 ・・赤 沈1時 間 値17粍 トナ レ リ。

第2例 ■2i歳 主 姉 「第3圃)

第3岡 第2例 ■3月30日

昭 和11年10月5日 コ リ5日 間 最 終 月辛く5アリ,12月 悪

阻 出 現 ス 。 翌 年1月 感 冒 感 ト少 量 ノ咳 漱 ア リシモ放

置 セ リ。2月 初 咽 頭 痛 卜血疲 ア 馬 以後 少 量 ノ喀 疾 ア

リテ3月17日 再 ビ少 量 ノ血 嬢 ア リ。 咽 頭 痛 ア リシ ヲ

以 テ署 師 ヲ訪 ヅル ニ扁桃 腺 登 赤 肥 大 ア9,咽 頭 出 血 ナ

ル ベ 〃專 門署 ヲ 訪 フベ シ ト 勧 メ ラv、 ソ ノ診 ヲ受 ケ

シモ 出血 部 位 不 明 ナ リ トノ故 ヲ以 テ 當 内科 外 來 ヲ訪

レ「レ ソrゲ ソ」槍 査 ヲ ウケ(第3圖)右 肺 上 野 及 左 側

上 、 中野 二著 明 ナル 浸 潤 ヲ 登 見 セ ラ レタ リ。 赤 沈1

時 間 値116粍 、 喀 疾70-65瓦 、 時 二少 量 ノ血 疲 ヲ混

ズ.結 核 菌 が フ キ ー氏 第3號 ニ シ テ 弓軍力繊 維 陽 性 ナ

リ。

第4圖 第3例 ■
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第3例 ■31歳 男子 鐵工所職工(第4圖)

結核性疾 患 ノ遺徳 関係 ナク元來健康 ナ リ。昭和10年

1月 初旬咽頭痛 ア リシモ之 ヲ 放置 セル ニ 自然 二治癒

セ リ。 ソノ後軽 度 ノ倦 怠感 ア リシモ 特別 ノ診察治療

ヲウケズ。然 ルニ1月 末再 ビ 咽頭痛 ト熱感 ア リテロ

中乾燥ス。無理 二咳漱 ヲナ セルニ少量 ノ血液 ヲ喀出

セ リ。書肺 ヲ訪 ヒシニ扁桃腺 炎,'診 断サv剤 ノ塗

布 ヲウケ咽頭痛 ・・消失 セルモ 気分倫 爽快ナ ラザル 爲

外來 ヲ訪 レ、 「レ'ソトゲ ン」検査 ヲ乗 ケ(第4圖)右 上

野 二栂指 頭大 ノ空洞 ト手掌大 ノ浸潤 ヲ登見 セ ラル、赤

沈速度1時 間値56粍 。喀疲 中結核菌 がフキー氏第5

號、弾力繊維 陰性。依 テ人工氣胸療法 ヲ施行 セ リ。

第4例 ■23歳 水撃経濟學部 畢生

第4例

ll召和12年4月15日 咽頭痛 ト多少 ノ熱 感 ア リ。感 冒

ト思 ヒ居 タルニ4月18日 悪感 ア リ。20日 以後検温 セ

ル ニ毎 日38度 二達スル弛張熱 ア リ。28日 署師 ヲ訪 ヒ

「ア ンギナ」ニ ヨル熱 ナ リト診断 サル
。 ソ ノ後咽頭痛

ハ軽快 セル モ登熟縫 績 セル ラ 以 テ5月8日 診断確定

ノ目的 ヲ以 テ入院 ス。赤沈速 度1時 間値47粍 、 白血

球 数6400胸 部打診聴診 上特 別 ノ異常 ヲ認 メズ。然ル

ニ胸部 「レソrゲ ソ」撮 影 ヲ行 ヘル ニ 雨側肺 門淋巴腺

腫脹 シ且左 側 二肺門周園浸潤 ヲ認 メ タ リ。5月23日

ヨ リ下熱 シ、6月4日 以後ZF熱 、6月16日 赤沈26粍

rナ リ、約1ケ 月半 ニ シテ浸潤 消失 シ 肺門淋 巴腺腫

縮小 セ リ。

■23歳
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第5例'■ ■■19歳 女子

父 二腎性塘尿 ア リ、長兄長姉 二肺結 核 ア リ。約1年 前

ヨ リ右肩 二緊張感 ア リ。 時 二叉倦怠感 ヲ 魔 ユル:事ア

リ。7月 中旬感冒 二罹 リ咽頭痛約1週 間織績ス。疲

勢感強 シ。咽 喉科醤 ヲ訪 ヒ藥 創塗布 ヲ受 ク。8月10日

観劇 二赴 キ、途 上突然 咳漱獲 作起 リテ血 疾 ヲ喀出 シ腰

師 ノ診 ヲ受ケ、右肺 悪 シ1'イ ハ レ・入 院 シ來 レリ。右肺

尖 二輕濁音 ア リ叉右 背上部 ニハ少 量 ノ「ラッセル」ヲ隠

取ス。 喀湊 中結核菌陰性。 赤沈速 度1時 間値36粍 、

胸部 「レソ トゲ ソ」所見 雨側鎖骨 下側 方 二 夫 々栂指頭

大 ノ渡潤 竈 ヲ認 ム。

第6例 ■29歳 男子 料理 人(:第5圖)

昭和11年11月 初 旬感冒感 ア リ テ 多少 ノ咽頭痛 ア リ

シモ放置 セ リ。11月 下旬 二至ル モ 咽頭部不快感衙存

シ自ラ覗ル ニ蛋 赤 ア リ。 且 ソノ頃 ヨ リ疲勢倦 怠感 ア

リテ時 二早朝起林 時及夜間就腹時 二 咳漱 ア リ。當 内

科外來 ヲ訪 レ・、右肩脾 間部 二輕度 ノ濁音 ト呼吸音 粗

裂 アル ヲ以 テ、 「vソ トゲ ソ」検 査 ヲ行 フニ(第5圖)

右 中野側方 二手掌大 ノ寝潤 ヲ詮 明 セラル。赤沈速 度

1時 間値35粍 、喀疾 中二結核菌 陰性、弾力繊維 ヲ謹

明 セズ。

以上 ノ諸 例 ノ・肺 結 核 初 期 二於 テ 「ア ンギ ナ」テ件

フ モ ノ紗 ヵ ラザ ル事 テ示 ス ノ ミナ ラズ咽 頭 二炎

症 存 スル ガ爲 メ、登 熱 咳噺 喀 疾 全 身 違 和 等 ハ 皆

コ レニ基 因 スル モ ノ ト信 ゼ ラ レ、 血疾 テ來 セル

場 合 二於 テモ猫 ホ肺 二於 ケ ル病 攣 ガ看 過 サ レ居

ル事 珍 ラ シ カ ラザ ル テ明示 スル モ ノナ リ。

著 者 ノ・既 ニー 過 性 肺 浸 潤 二關 ス ル論 文 二於 テ ソ

ノ14例 中5例 二咽 頭 痛 テ訴 ヘ シ事 ヲ・特 記 セ リ。

而 シテ斯 カ ルー 過 性 肺 浸 潤 ハ2乃 至3週 間後 ニ

ハ完 全 二吸牧 サ ル ・モ ノナ ル事 テ思 ヘ バ、 上述
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第5国 策6例 ■12月12日

.「縫 爵
.一・.

疑　畿

ノ諸 例 ノ如 キ長期 二五 ル肺 結 核 「シユ ー ブ」以 外

ニ一 過 性肺 浸 潤 ノ経 過 テ取 レル初 期 肺 結 核 が軍

純 ナ ル「ア ンギ ナ」トシテ 見逃 サ レ居 ル モ ノ紗 カ

ラザ ル事 モ想像 二難 カ ラズ。

是 等 ノ事 實 ハ咽 頭 痛 テ訴 へ,或 ハ扁 桃 腺 二 炎症

テ認 メタ ル場 合 二、 軍 二「ア ンギ ち ナ,・診 断 テ

以 テ直 チ ニ満 足 ヘル事 ナ 久 常 二肺 結 核 初 期 テ

疑 フベ キ症封犬無 キ カ ニ注 意 シ、 多少 ナ リ トモ 疑

ノ、シキ場 合 二 八1レ ン トゲ ン」検 査_}行 フ・ぐク、

,又肺 結 核 患 者 ガ ソ ノ経 過 中 二「ア ンギ ナ」テ起 シ ・

タ ル時 ハ輩純 ナ ル併蛮 症 ト シ テ 看 過_,ル 事 無

ク、 常 二肺結 核病 竈 二 「シユ ー ブ」.テ起 シ タル ニ

非 ザ ル ヤ3注 意 λベ シ。

斯 カ ル注 意 ハ肺 結 核 ノ初 期 診 断 上 及 肺結 核 ノ治

療 玉笹 グ重要 ナ ノし事 ト構 入ベ キ ナ リ.

右中野側方浸潤

第2章 総括虹 二考按

坂 口 内科 二人 院 セ ル肺 結 核 患 者(急 性 粟 粒 結 核

テ除 ク)319名 ノ病 歴 二就 テ調査 ス ル 二品 初 二

患 者 が氣 ヅ キ タ ル症 状 トシテ述 ブル所 ハ次 表 二

示 セ ル が如 ク感 冒感 量 モ多 ク、(24.8%)咳 漱 喀

疾 、 喀 血 又 ノ、血痕 テ初 徴 トセ リ ト碍 スル モ ノ之

二次 グ.(夫 々約1・3%)而 シテ咽 頭 痛 以 外 二何

等 ノ症 状 ナ ク 咽 頭 「カ タル」ト診 断 サ レタ ル者

5名 、 腺 窩 性 「ア ンギ ナ」ト診 断 サ レタル モ ノ4

名計9名(2.8%)ア リ。 其 ノ他 感 冒 卜構 入 ル者

ノ中 ニ モ咽 頭 痛 存 シタル モ ノ勘 カ ラズ。 叉 著 者

が常 内科 外 来 二於 テ肺 結 核 患 者 ラ治 療 ス ル ニ際

シ、 「シユー ブ」テ 認 メタル66例 ニ ッ キ 咽 頭 痛

ノ有 無 テ 注 意 シタ ル=27名 節40沿%ノ 多数 二

存 スル事 テ知 り得 タ リ。

肺 結 核 患 者 ノ 最 初 ノ 症 状 二 關 ス ル 統 計

(1934.1-1937.VI迄 ノ坂 口 内科 入 院 患 者319名 二就 テ

症 剰 例 釧 同%匪 州 例 敷1・%

感 冒 感 78 24.8 肩 緊 張 感 5 ゴ1ぢ一

咳 漱 喀 疾 42 13.2 貧 血 4
}.一L一.一

喀 血 叉 ハ 血 痕 41 12.9 背 痛 3

疲 勢 倦 怠 感 37 11.6 盗 汗 3

微 熱 24 7.5 腹 膨 満 感 3

高 熱 悪 寒 18 5.6 瀟.痩: 2

胸 痛103.7腹

咽頭 ・カ・ル・及扁桃臓1}・

下 痢 72.<

痛

振不一慾

腰

食

39
～

痛2

2

1

頭 痛 及 頭 重 感 61.9
偶 然 獲 見9

H力 膜 炎 二 績 螢61.9
慢 性 ニ シ テ 初 期 不" 7

2.8

22
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斯 ク ノ如 ク肺 結 核 患 者 ハ ソ ノ初 期 及 「シユ ー ブ」

二際 シ咽 頭痛 ラ訴 フル者 多 クFア ンギ ナ」ノ・肺 結

核 ノ診 断 及 治 療 上 特 二注 意 テ要 スル重 要 ナ ル症

歌 ナ リ.

然 ル ニ咽 頭痛 テ初 期 肺 結核 ノ症 状 トシテ、 乃 至

ノ・肺 結 核 「シユー プ」ノ警 鐘 トシテ注 意 シタ ル人

極 メ テ稀 一=一シテPottenger32'ガ 肺 結 核 初 期 二注

意 観 察 ス レバ輕 度 ノ嗅聲 ト咽 頭 刺戟 感slight

hoarsenessandthroatirritationラ 爪 ス モ ノ

砂 カ ラズ、 コ レノ・迷 走 示申経 肺 分 枝 ト咽 喉 分 枝 ノ

間 二反 射 作 用 起 リ、 肺 運 動 枝 末 梢 ノ刺 戟 ガ知 蜀

祠il経二傳 ハ リテ痺 痛 惹 起 ノ原 因 ト爲 ル ト述 ベ タ

ル以 外 此 ノ黒占二留 意 シタル者 無 キ ガ如 シ。 但 シ

扁桃 腺 炎 ガ肺 結 核 ノ初 期 二屡 く合 併 スル事 實 ノ・

既 二多 ク ノ學 者 ノ認 メ タル事 ノ・緒 言 中 二記 セ シ

ガ如 シ。

從 來 扁桃 腺 炎 ト肺 結 核 トノ關 係 二就 テノ・扁 桃 腺

炎後 二肺 浸潤 ラ ミタ ル モ ノ(Meyer,c13)Maas,q4」

Simon,(7)Vajda,(6}Schmidtete.(4))荏 再 ト シ

テ治 セ ザ ル扁 桃 腺 炎患 者 ノ胸 部1レ ン トゲ ン」テ

検 査 テ シ肺 浸 潤 テX見 セル者(Kleinschmidt,(8)

Birk且ager(10')、 ソ ノ他 扁 桃 腺 炎 ト肺 浸 潤 ノ合

併 テ認 メ之 テ扁 桃 腺 炎 ガ刺 戟 トナ リ、 肺 結 核 テ

活 動 化 セ シ メタ ル モ ノナ リ ト解 セル モ ノア リ.

(Kleinschmidt,('s)BirkHager,clo)Maas,(14)

Leubner'16)Simon(7,♪ 又Vajda(6)ノ ・結 核 菌 陽 性

ノ腺 窩 性 「ア ンギ ち 後 二開放 性 肺 浸潤 ヲ見、同氏

及 古 クノ・Wood,(2〕Grober,(1〕Barnes〔3}等 ノ・結

核 菌 ガ淋 巴道 チ介 シテ肺 尖 又 ・・肺 門 二至 ル トナ

シ、AssmannC12)ノ ・肺 結 核 初 期 二 往 々合 併 スル

扁桃 腺 炎 ノ・血 行 性 早 期 播 種 ニ ヨ ル結 核 性 攣 化 二

基 ク ト考 へ、Willige("'1)ガ 反 覆 性 扁 桃 腺 炎 ノ試

験 摘 出8例 中 スベ テ結 核 病 憂 テ認 メ、細 見19　ガ

扁 桃 腺 表 面 二塗 布 セル結 核 菌 テ数 時 間後 飢 二心

臓 内血 液 二 磯 見 シ、 木 村 及 杉 山〔2略・ガ結 核 屍 ノ

肉眼 的 二結 核 性 憂 化 ナ キ扁桃 腺 ノ96%二 血 行 性

結 核 ヲ・認 メ タ ル事 ハ肺 結 核 ト咽 頭 痛 トノ間 二密

接 ナ ル 關係 ノ存 スル事 テ示 ス モ ノナ レ ドモ之 一

ヨ リテハ何 故 二肺 結 核 ノ初 期 又 ハ 「シユ ー ブ」一

際 シ屡 ≧「ア ンギ ナ」ガ出現 ス ル カ テ充 分 二設 明

シ難 シ。

一般 二 「ア レル ギー 」登 生 時 又 ノ、「ア レル ギ ー」ノ

檜 強 時 二際 シテノ、身 膿 諸 組 織 ノ、各 種 ノ刺 戟 ニ ヨ

リテ炎 症 テ起 シヤ ス ク ナ ル モ ノー シテMoro及

Keller(37)ハ コ レ テ 「パ ラ ア レル ギー」 ト樗 セ

リ.例 ヘ バ李 時 扁 桃 腺 上 二存 シ何 等 ノ攣 化 テ モ

惹起 セ ザ ル非 病 原 性 細 菌 ニ ョ リテ モ ヵ ・ル場 合

ニノ・屡 く炎 症 テ來 スモ ノ ニ シテ、所 謂 随 件 性 「ア'

ンギ ナ 」Begleitanginaノ 、「パ ラア レル ギ ー」一

ヨ リテ起 ル ト構 セ ラル。 肺結 核 ノ早 期 浸 潤 及

「シ』 一 ブ」二際 シテ ノ、「ツベ ル ク リ ン・ア レル ギ

ー」ノ充 進 テ見 ル事 多 キ テ以 テ、 コ ノ際 「パ ラ ア

レ・レギー」現 象 トシテ 「ア ンギ ナ」ノ起 ル 事 モ可

能 ナ ル ベ ク、 又 「ア ンギ ナ」ガ原 登 ニ シテ ソ ノ爲

結 核 病 竈 ガ刺戟 サ レ「シユー フ、 テ起 ス ニ至 ル事

モ亦 可能 ニ シテ何 レ ノ場 合 ガ多 キ カバ之 ラ決 定

シ難 シ。

要 ス ル ニ肺 結 核 ノ初 期 又 ノ・「シユ ー ブ」二際 シテ

「ア ンギ ナ」ノ併獲 テ見 ル ノ・如 何 ナ ル機 轄 ニ ヨル

モ ノナ ル カ ニ關 シテ ノ・、 猫 ホ,今 後 ノ研 究 テ要

スベ シ ト錐 モ、 兎 二角斯 カ ル併 畿 ガ從 來 一般 署

家 ノ豫 想 セ ザ ル程 度 二多 キ モ ノニ シテ、 コ ノ際

二於 ケル登 熱 及 ソ ノ他 ノ症 状 ガ軍 二 「ア ンギ ナ」

二基 因 ス ル モ ノ ト考 ヘ ラ レ、 肺 結 核 ノ初 期 が軍

純 ナ ル咽 頭 「カ タル」又 ノ・扁 桃 腺 炎 トシテ庭 置 セ

ラ レ、 又 肺結 核 ノ「シユ ー ブ」ガ、偶 登 的 二 「ア ン

ギ ナ」テ併 登 シタル モ ノ トシテ 看 過 セ ラ レ 居 ル

場 合 意 外 二多 キ事 ノ・特 二 留 意 二 値 スル 所 ニ シ

テ、 一般 臨 沐 醤 家 テ シテ此 ノ事 實 二注 意 セ シム

ル事 ノ・肺 結 核 ノ早 期 診 断 及 治 療 上 極 メ テ重 要 ナ

リ ト信 ズル モ ノナ リ。

結 論

1.1934年1月 以 降1936年6月 末 迄 二 坂 口内 科 二入院 セル肺結核患者216名 ノ病歴 二就 テ調
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査 セル ニ登 病 ノ初 期 又 ノ・「シユ ー ブ」二際 シテ咽

頭 痛 ア リタル者17名(7.9)%ナ リ シガ、1936年

7月 以 降1937年6月 末 迄 ノ肺結 核 入 院 患 者103

名 ニ ツ キ 「シユ ー プ」ト咽 頭 痛 トノ關係 テ注 意 シ

テ既 往 症 テ トリタル ニ入院 前4ケ 月 以 内 二咽 頭

痛 ア リタル者30名(29.1%)ア リ。 而 シ テ 著 者

ガ外 來 ニ テ1ケ 年 間 此 ノ貼 二留 意 シテ訟 療 セル

肺 結 核 患 者 中 「シユー プ」テ起 シタル際 二診 療 シ

得 タル66例 二於 テノ・咽 頭 痛 テ 訴 ヘ タル モ ノ25

例(40.9%)ノ 多 キ ニ上 レ リ。

2・1934年1月 以 降1937年6月 末迄 ノ 間 二當

内科 二入院 セル滲 出性 肋 膜 炎 患 者129名 ノ病 歴

二就 テ ノ調 査 ニ ヨ レバ19例(14 .7%)二 咽 頭 痛

存 セ リ.

3.同 上 ノ調 査 二於 テ登 病 當初 又 ノ・「シユー ブ」

二感 冒感 ア リタ リ ト構 スル モ ノノ、既 往 ノ病 歴 ニ

ヨ レバ216名 中100名(46・396)著 者 ガ コ ノ貼 二

注 意 シテ就 往症 テ取 リタル入 院 患 者103名 中54

名(52・4%)又 著 者 ガ 自 ラ「シユ ー フコテ起 セル患

者 テ外 來 ニ テ 診 療 シタル モ ノニ テノ・66名 中32

名(48・5%)ナ リ。即何 レモ大 同 小 異 ニ シテ50%

内外 ナ リ。次 二滲 出性 肋 膜 炎 ニ テ入院 セル129

名 ノ患者 病 歴 二就 テ謂 査 セル ニ感 冒感 ニ テ始 マ

リタル モ ノ58名(44.9%)ニ シテ 略 ヒ同率 テ示

セ リ.

4.上 記3種 ノ調 査 方 法 ニテ瑳 病 當 初 又 ハ「シユ

ー プ」 二於 ケ ル感 冒感 ノ頻 度 ノ・常 二略 く同 一 ナ

ル ニ褒 病 當初 又 ノ・「シユ ー ブ」二於 ケル咽 頭 痛 ノ

出現 頻 度 ガ著 シク異 ナ ル事 ノ・感 冒感 ノ・ヨ ク記 憶

二残 ル ニ反 シ咽 頭 痛 ノ輕 微 ナル モ ノノ・忘 却 セ ラ

レ易 キ事 テ示 スモ ノニ シテ肺 結 核 ノ経 過 中 咽 頭

痛 ノ出現 スル頻 度 ノ・患 者 ガ記憶 ス ル ヨ リモ遙 カ

ニ多 キ モ ノナ リ。

5.肺 結 核 ノ初 期 又 ノ・「シユ ー ブ」二際 シ 「ア ン

ギナ 」 ガ併 磯 セル揚 合 、 ソ ノ際 二於 ケル登 熱 ソ

ノ他 ノ症 歌 テ悉 ク「ア ンギ ナ」二基 因 スル モ ノ ト

ナ シ、 肺 所 見 ガ全 ク看 過 セ ラ レ居 ル場 合 多 キ事

ノ・初 期 肺 結 核 ノ診 断 上及 一 般 肺 結 核 患 者 ノ治 療

上特 二留 意 テ要 ス。

6・ 「ア ンギ ナ」テ有 スル患 者 ノ診 療 二際 シテ ノ、

常 二肺 所 見 ニ モ注 意 シ疑 ノ・シキ場 合 ニノ・「レ ン

トゲ ン」検 査 ラ行 フベ シ。

(本論 文 ノ要 旨 ノ・昭 和12年 第15回 日本 結 核 病

學 會 二於 テ報 告 セ リ)。

欄 筆 二臨 ミ、 終 始 御 懇篤 ナル御 指 導御 校 閲 テ

辱 フ セ シ恩 師 坂 口教 授 及 稻 田講 師 二満 腔 ノ謝

意 テ捧 ゲ、 種 々助 言 又 ハ助 力 テ賜 ノ・リタル佐

々學 士 及 白川 學 士蚊 二検 索 上 ノ便 宜 テ與 ヘ ラ

レタル醤 局 同僚 諸 兄 二敬 意 ト謝 意 テ表 ス
。
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